
 

GCM の戦略的活用と変革への道筋 
 

【開催主旨】 
近年、国内市場の成熟化や BRICs・NEXT 11 の台頭に伴い、海外市場への投資意欲が高まっています。また、

東証における ROE を基準とした株価指数が TOPIX の補完指標として新設されたことも相まって、多くの企業が
グループ内に偏在するキャッシュを有効活用し、リーンな財務体質へと変位していくことが求められています。 
 そこで本プログラムにおいては、全社的なキャッシュ・マネジメントの「最適なあり方」に頭を悩ませている
財務担当者向けにグローバル・キャッシュ・マネジメントの方法論やその具体的な導入手法をご紹介いたします。
当日は、より多くの財務担当者に有益な情報を提供できるよう、グローバル・キャッシュ・マネジメントの動向、
先進的な活用事例、キャッシュ・マネジメントの発展・変革に向けた検討手順などを織り交ぜながら、基礎から
応用まで幅広い情報を解説させていただく予定です。 

 

◆日 時 ： 2017 年 12 月 21 日（木） 13:30～17:00 
 

◆会 場 ： 東京・麹町 「企業研究会 セミナールーム」 
 

◆講 師 ： 日本アイ・ビー・エム ㈱ 

グローバルビジネスサービス事業部  戦略コンサルティングサービス 

シニア・マネージャー  柏木 武 氏 

シニア・コンサルタント  豊田 雄紀氏 
【略歴：柏木 武氏】 

会計・財務領域を中心に、グローバルでの業務改革・基幹システム刷新プロジェクトに従事。財務高度化

構想から、実現化まで、End To End でのコンサルティング活動を実施。 

 

【略歴：豊田 雄紀氏】 

2012 年に IBM に入社以来、一貫してキャッシュ・マネジメント/経営管理領域のグローバル変革 PJT 

に従事。製造・通信業を中心に構想策定からグローバル展開まで End to End でのサポートを幅広く経験。 

 

  
一般社団法人 企業研究会 セミナー事務局宛  FAX  03-5215-0951  

                            ＊当会ホームページ（https://www.bri.or.jp）からもお申込みいただけます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

*申込書にご記入頂きました個人情報は、本研究会に関する確認・連絡及び弊会主催のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 
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●受講料●１名〈税込み、資料代含む〉 

正会員 34,560 円 本体価格 32,000 円 

一 般 37,800 円 本体価格 35,000 円 

●申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あてに FAX 

いただくか、当会ホームページからお申し込みください。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書を 

お送り致します。 

●申込書をＦＡＸにてご送信いただく際は、ＦＡＸ番号を 

お間違えないようご注意下さい。 

●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な点に 

つきましては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→ 

〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただくこと

もありますので、ご了承下さい。 

一般社団法人企業研究会  
担当：村野  E-mail murano@bri.or.jp 
〒102-0083  

東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町Ｍ－ＳＱＵＡＲＥ２Ｆ 

TEL 03-5215-3512   FAX 03-5215-0951 



 

 

GCM の戦略的活用と変革への筋道 
 

 

 

1. キャッシュ・マネジメントとは？ 

 

 

 

2. グローバル経営におけるキャッシュ・マネジメントの重要性の高まり 

 

 

 

3. 先進的なグローバル・キャッシュ・マネジメントの事例とノウハウ 

 

（１）事例 ① 

 

（２）事例 ② 

 

（３）事例 ③ ※参加者同士のディスカッションも含む 

 

 

 

4. グループ・キャッシュ・マネジメントの高度化に向けた進め方/手順 

 

 

 

5. グローバル・キャッシュ・マネジメントに期待される Next Challenge 

 

 

 

 

※副教材として、『グローバル CMS 導入ガイド』（著者・中央経済社）を当日配布予定 

 


